
視察研修
リポート

栃木県那
な す し お ば ら し

須塩原市

神奈川県大
おおいそまち

磯町

那
な か が わ ま ち

珂川町

新潟県聖
せいろうまち

籠町

刈
か り わ む ら

羽村

長野県軽
かるい ざ わ ま ち

井沢町

石川県内
うちなだまち

灘町

富山県朝
あ さ ひ ま ち

日町

　　　箕
み の わ ま ち

輪町
埼玉県三

み よ し ま ち

芳町

二
元
代
表
制
の
神し

ん
ず
い髄
を
学
ぶ

　

群
馬
県
町
村
議
長
会
主

催
の
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
、
10 

月
27
日
に
吉
岡

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
大
森
彌わ

た
る

氏
に
よ

る
、「
二
元
代
表
制
の
神
髄
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
議
会
の
存
在
理
由

を
示
す
に
は
「
チ
ー
ム
議

会
」
の
実
現
が
必
要
で
あ

り
、
議
員
間
の
討
論
と
そ

の
集
約
こ
そ
が
議
会
の
本

質
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
食
生
活
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
佐
藤
達
夫
氏
の

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
食
生
活
」
と
題
し
た
講

演
で
は
、
科
学
に
裏
付
け

さ
れ
た
健
康
情
報
の
実
践

に
よ
る
「
健
康
な
長
寿
」

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
・
議

員
活
動
に
生
か
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

（
議
長
　
馬
場
　
周
二
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

全
国
町
村
議
会

広
報
研
修
会
　
東
京
都

群
馬
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会
　前
橋
市

「
住
民
と
議
会
を
結
ぶ

よ
り
よ
い
議
会
広
報

に
つ
い
て
学
ぶ
」

　

９
月
28
日
、
東
京
、

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー

で
、
全
国
町
村
議
会
広
報

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
田
順
子
氏
の
「
伝
え

る
広
報
」
か
ら
「
伝
わ
る

広
報
」
と
し
て
、
①
見
や

す
く
②
読
み
や
す
く
③
わ

か
り
や
す
く
。
要
す
る
に

自
分
本
位
で
格
好
良
く
文

章
を
作
る
の
で
は
な
く
、

読
み
手
本
位
で
理
解
し
や

す
く
が
基
本
で
あ
る
と
言

う
こ
と
で
す
。

　

芳
野
政
明
氏
に
よ
る
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た

議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
吉
岡
町
議
会
だ

よ
り
の
是
正
の
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
い
っ
そ
う
、
住
民

に
親
し
ま
れ
、
読
み
や
す

い
広
報
づ
く
り
に
生
か
し

ま
す
。

（
委
員
長
　
金
谷
　
康
弘
）

「
住
民
と
と
も
に
歩
み

信
頼
さ
れ
る
議
会
へ
」

　

11
月
15
日
市
町
村
会
館

で
、
芳
野
政
明
氏
に
よ
る

議
会
広
報
研
修
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
議
会
広
報
そ
の
役
割
」

と
し
て
、
行
政
も
議
会
も
、

住
民
と
の
か
か
わ
り
あ
い

を
抜
き
に
成
り
立
た
な
い
、

住
民
と
の
つ
な
が
り
・
参

加
・
協
働
を
紡つ

む

い
で
い
く
。

広
聴
活
動
で
住
民
の
意
見
・

要
望
を
把
握
し
、
議
会
に

反
映
さ
せ
る
。
広
報
で
議

事
公
開
を
徹
底
、
住
民
の

自
治
体
へ
の
関
心
を
高
め

る
。
読
者
の
立
場
に
立
っ

た
編
集
で
、
読
み
た
く
な

る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編

集
で
し
た
。　
　
　
　
　

  

　

今
後
の
広
報
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
委
員
長
　
金
谷
　
康
弘
）

群馬県町村議会研修会の様子

よりよい議会だよりのために

定
例
会

委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧 

他

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の
散
歩
道 
他

京都府大
おおやまざきちょう

山崎町

　　　精
せいかちょう

華町
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議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
学
ぶ

議
会
改
革
の
先
進
地
に
学
ぶ

小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
学
ぶ

長
野
県

埼
玉
県
・
神
奈
川
県

栃
木
県

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

10 

月
5
日
に
長
野
県
軽
井

沢
町
、
6
日
に
は
、
箕み

の

わ輪

町ま
ち

へ
、「
議
会
報
告
会
」
に

つ
い
て
、
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
町
議
会
で
は
、

開
か
れ
た
議
会
・
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
め
ざ
し
、「
議

会
報
告
会
開
催
要

領
」
を
制
定
。
町

内
3
会
場
で
「
議

会
と
ま
ち
づ
く
り

を
語
る
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
。

　

箕
輪
町
議
会
で

は
、
町
民
と
議
会

の
意
見
交
換
会
を

開
き
、最
近
は
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
」
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
中
学

生
や
女
性
の
模
擬

　

10
月
16
・
17
日
の
２
日

間
、
埼
玉
県
三
芳
町
議
会

と
神
奈
川
県
大
磯
町
議
会

で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

三
芳
町
議
会
で
は
、
平

成
19
年
の
議
会
選
挙
を
き

っ
か
け
に
、
議
会
の
改
革

が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

夜
間
議
会
、

日
曜
議
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の

開
催
、
住
民

と
の
意
見
交

換
の
実
施
。

平
成
22
年
に

は
、
議
会
基

本
条
例
お
よ

び
議
員
政
治

倫
理
条
例
を

策
定
・
公
布

施
行
し
ま
し

た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

　

10
月
24
・
25
日
、
栃
木

県
内
の
２
カ
所
で
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

那
須
野
ヶ
原
土
地
改
良

区
連
合
は
、
栃
木
県
が
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
創
造
特
区
の

指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

農
業
用
水
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
６
カ
所
に
発
電
所

を
保
有
し
て
い
ま
し
た
。

用
水
路
を
堰せ

き
止

め
る
よ
う
に
設
置

さ
れ
た
、
出
力
30

㌔
㍗
の
発
電
機
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

県
北
木
材
協
同

組
合
那な

か

が

わ

珂
川
工
場

内
に
設
置
さ
れ
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
で
は
、
大
量
の

廃
材
や
木
く
ず
を

チ
ッ
プ
化
し
て
燃

議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町

政
へ
の
提
言
や
意
見
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

両
町
と
も
議
会
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
が
良
く
見
え
、
意
義
あ

る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
岸
　
祐
次
）

の
普
及
に
よ
り
、
夜
間
議

会
・
日
曜
議
会
は
そ
れ
ぞ

れ
廃
止
と
の
こ
と
で
し
た
。

大
磯
町
議
会
で
も
同
じ
よ

う
な
問
題
に
苦
慮
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
わ
が
議

会
で
の
対
応
の
策
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

（
委
員
長
　
山
畑
　
祐
男
）

や
し
、
出
力
２
５
０
０
㌔

㍗
の
蒸
気
発
電
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
排
蒸
気
は
、

地
元
産
業
で
あ
る
ウ
ナ
ギ

の
養
殖
な
ど
へ
供
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
が
、
地
域

産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
を
知
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
委
員
長
　
平
形
　
薫
）

開かれた議会への取り組みについて説明を受ける（軽井沢町議会）

大磯町議会で議会活性化の研修

小水力発電を見学（那須野ヶ原土地改良区連合）

定
例
会
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

聖
籠
中
学
校
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の

取
り
組
み
を
視
察

自
転
車
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し

予
算
決
算
審
査
の
先
進
地
に
学
ぶ

新
潟
県

石
川
県
・
富
山
県

京
都
府

　

10
月
30
日
・
31
日
の
２

日
間
、
新
潟
県
聖せ

い
ろ
う
ま
ち

籠
町
の

聖
籠
中
学
校
と
刈か

り
わ
む
ら

羽
村
で

視
察
研
修
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

聖
籠
中
学
校
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
に
県
よ
り
実
践

協
力
校
の
指
定
を
受
け
て
、

２
年
間
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
毎
朝
、

朝
活
動
と
称
し

授
業
の
前
の
10

分
間
を
利
用
し

て
、
新
聞
記
事
を

読
み
、
感
想
を
書

く
も
の
で
す
が
、

書
く
力
が
大
き

く
伸
び
た
そ
う

で
す
。

　

刈
羽
村
で
は
、

介
護
者
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
と

し
て
、
要
介
護
高

　

内う
ち
な
だ
ま
ち

灘
町
は
石
川
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西
に

日
本
海
、
東
に
河か

ほ
く
が
た

北
潟
を

擁よ
う

す
る
砂
丘
の
上
に
築
か

れ
た
ま
ち
で
す
。
内
灘
町

を
起
点
に
羽は

く

い

し

咋
市
ま
で
、

全
長
33
・
６
㌔
㍍
の
自
転

車
専
用
道
路
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
吉
岡
町
で
も

東
京
へ
と
続
く
サ
イ
ク
リ

ン
グ
道
路
が
あ
り
、
ま
ち

の
活
性
化
の

た
め
の
ヒ
ン

ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　

朝あ
さ
ひ
ま
ち

日
町
は

富
山
県
の
東

端
に
位
置
し
、

日
本
海
に
面

し
、
東
南
部

は
北
ア
ル
プ

ス
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
視

察
に
町
長
が

　

京
都
府
大お

お
や
ま
ざ
き
ち
ょ
う

山
崎
町
議
会

で
は
、
副
議
長
、
正
副
予

算
決
算
常
任
委
員
長
が
対

応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
予

算
決
算
常
任
委
員
会
は
、

議
長
、
監
査
員
を
除
く
全

員
で
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
を
審
査
し
て
い
ま

す
。
質
疑
の
方
法
は
吉
岡

町
も
同
じ
で
す
が
、
５
日

間
か
け
て
審
査
を
細
か
く

し
て
い
て
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

　

京
都
府
精せ

い
か
ち
ょ
う

華
町

は
、
６
年
前
に
視

察
を
し
た
経
過
も

あ
り
ま
す
。
前
回

大
変
参
考
に
な
り
、

 

ど
の
よ
う
に
進
歩

し
て
い
る
か
と
、

想
像
し
な
が
ら
行

き
ま
し
た
。
目
新

し
い
と
こ
ろ
は
、

「
事
業
事
務
評
価

シ
ー
ト
」
に
よ
る

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
旅
行
な
ど
短
期
的

に
不
在
の
時
に
、
ま
ち
の

事
業
で
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
で
き
、
介
護

者
の
負
担
軽
減
を
は
か
っ

て
い
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
飯
島
　
衛
）

対
応
し
て
く
だ
さ
り
、「
行

っ
て
み
た
い
、
住
み
た
い

朝
日
町
、
ブ
ラ
ン
ド
つ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
し
、
第
１
産
業
の
収
入

増
加
と
、
職
の
新
た
な
展

開
を
視
野
に
入
れ
た
就
業

の
場
を
創
出
す
る
た
め
、

６
次
産
業
化
の
推
進
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
小
池
　
春
雄
）

調
査
を
行
っ
て
い
る
点
で

す
。
評
価
シ
ー
ト
（
評
価

と
改
善
点
）
を
ま
と
め
て

町
長
に
提
出
し
、
新
年
度

予
算
へ
の
反
映
と
回
答
を

求
め
て
い
ま
す
。
精
華
町

も
５
日
間
を
か
け
て
審
査

を
し
て
い
て
、
吉
岡
町
で

も
ど
れ
だ
け
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
小
池
　
春
雄
）

NIE は新聞を学校教育に取り入れる活動

内灘町にある石川県立自転車競技場

効果的な審査について研修（大山崎町議会）

定
例
会
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員
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発
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